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I 運 営理念

工 生活空間づくり

Iケ アサービス

Ⅳ 運営体制

域領 評価項目数
できている填

目数

改香が必安
な項 目数

判断が不寵な

項 目数

運営理念・運営理念の啓策

特
記
事
項

は
い 。

域領 評価項目数
できている項
目数

改書が必景

な項 目数

判断が不能な

項 目数

栗雇面石軍君環境づくり 4

雁 せた生活空間づくり 0

特
記
事
項
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ごたつでくつろいでいる姿が見られた。バリアフリーで、トイレ、洗面所、浴室、廊下も車いすで移動できる。お茶の経験を生かすために

茶道具をそろえてお手前をすることや、華道師範であつた入居者は花器と剣出を用意してをお花を生け、居室から花バサミを持つてこ

られ「商売道具ですわ」と言いながら、枯れた部分を取り除いていた。農家出身の入居者は(100メートル程離れている)畑や玄関=中

庭の花の手入れの役割がある。ピアノ講師であつた入居者は、居間の電子ピアノで行事の時はピアノ伴奏をしてもらつている。

領 域 評価項目数
できている項

目数

改書が必要

な項 目数

判断が不能な

項 目数

夢亨京戸再ヲヌシト 1

ホーム内での
くらしの支援

の基本の実行

白自生活行為の支援 10 10

生活支援=ホーム内生活拡充支援 0

医療 〔健 康支援 0

地域での生活支援 1 1 0

家藤百の交流支援 1 0

特
記
事
項

「できることこできないこと」をアセスメントし「できること」に着目した介護計画を立てている。帰宅願望の強い方に対しては、生活歴から

楽しみだつたことを役割をすることで帰宅願望が起きにくいようにしている。繰り返しの訴えには、本人が気にしているため丁寧に答え

ている。昼食後、散歩に出て行こうとする入居者に対し、職員は制止せずに仕事の手を止めて、さり1ずなく付き添つている。献立の希望

があれば必ず反映するだけでなく、入居者が鰻を食べたいと希望をだせばその国は皆で鰻を食べに行つたこともある。入浴時間は14

時から17時の間で、本人の希望を聞きながら支援している。入居者が入所当時、眠剤・導入剤の服用をしており、案の弊害がせん妄

や不穏を導いていたことに対し、日中の活動性を高めることで夜間睡眠が促せるケアを心がけ、入居後、睡眠剤が減つた方、無くなつ

た方もみえる。入居者の要望があれば必ず外出すると説明あり。入居者の意志を尊重し全員で、散歩、買い物、喫茶に行くのではな

く、散歩したい人は毎日でもするし、カラオケも要望があれば行つている。近所の日本料理店での忘年会を家族にも呼びかけ9組が参

加される。今年度新たな取り組みとして、運動会、忘年会を行うなど家族がホームに来る機会を増やす工夫をしている。

領 域 評価項 目数
できている項
目数

改吾が必要

な項 目数

判断が不能な

項 目数

内部の運営体制 10 10

情報 ・相談 ・苦信 0

ホームと家族との交流 0

ホームと地域との交流 4

特
記
事
項

代表者と管理者は毎日連絡をとり意見の統一を図つている。時間が許す限り代表者は、管理者、職員、入居者と顔を合わせコミュニ

ケーションをとり、会議も出席している。職員が全員参加して自己評価に取り組み、良い点や弱点に気づき意見を記述している。昨年

度は外部からの研修を取り入れ年11回講師を招き勉強会を開いた。今年度は、ホーム職員でテーマを決めて勉強会を実施しようと計

画している。自己評価でも家族会をもう少し増やして行きたいという意見がある。行事会など家族が訪問しやすい日などに家族会をあ

わせて行い家族同士の交流の場を増やしていくことも検討してほしい。町内会に入り、清掃活動や、回覧板を届けたりは、しているが、

夏祭りや秋祭りがないので交流の機会が少ない。校区内の保育園、幼稚園、学校などの運動会の見学会や地域の郵便局に作品の

展示ができないかなど積極的に外へ働きかける方法も検討願いたい。

て

人代表者は地域福祉の熱意により大学で福祉学を学び、養護老人ホームに10年開勤める中で、少人数で入居者のやりたい事を支援する

域密着介護をしたいと思い、平成15年4月家族と協力して立ち上tずたホームである。プライバシー重点に設計され、「雁行式」という形状をと

り、施設のようrこ居室を連ねない工夫がされ、中庭の広いウッドデッキの左右を両ユニットが取り囲んでいる。平成16年に「人にやさしい街づく

り」賞を受賞した建物である。ホーム以外に、居宅介護支援事業所、訪問分護、昨年の11月にはディサービスも開所している。更に、小規模

多機能施設も予定しており地域福祉の実現を目指している。代表は1日1回fま必ずグループホームに顔を出している。平成16年8月より現在

の管理者にホームの運営を任している。看護師である管理者は、医療健康面衛生面をしつかりとおさえ生活リハビリを中心とした入居者の生

意欲を積極的に引き出す取り組みを行つている。森林公園を中心とした地幕で民家コ施設等はまばらにしかない。3年間ホームの運営の安

に力を注いできたこともあるが地域的な特性もあり周辺への交流をどのように図っていくかはこれからの課題としていた。長崎のグループ
一ヽムの火災を教訓に災害時や緊急時に周辺施設から迅速に支援を受けられるようさらに働きかけを強めていってほしい。



I 運 営理念            ~

1. 化

生活介護 (以下「グループホーム」という。)に関わる

令の意義を理解しており、これを自らが所属するグループホーム(以下「ホームどという。)
の運営上の方針や目標等に具体化し、介渡従業者に日常的に話している。

ホエムの運営理念を利用案内時の説明文書及びホームの見やすいところに明示し、
かつ、入居者及びその家族等に分かりやすく説明している。

利用者の権利・義務を利用案内時の説明文書及び契灼書,こ分かりやすく示し、かつ、
入居者及びその家族等に説明し同意を得ている。

2. 理念の啓発

ホームの運営理念や役割が地域に理解されるよう、地域に対する運営理念の啓発・

報に取り組んでいる。(ホームの説明会、ホーム便り等)

E生 活空間づくり

1 = 的な生活空間づく宅

や威圧感を感じさせず、入居者や家族が入りやすく、近隣の住民も訪ねやすい

よう、玄関まわりや建物の周囲に、家庭的な雰囲気づくりの配慮をしている。(玄関まわり

に草花を植える、親しみやすい表示とをかける等)

共用の生活空間(玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等)が、い

な雰囲気を有しており、調度や設備、物品や装飾も家庭的である。

共用空間におt

の中に、入居者が一人になつたり気のあった入居者同士で自由に過ごせる

うな居場所を確保している。

には、使い慣れた家具や生活用品、装飾品等が持ち込まれ、安心して過ごせる

場所となっている。

2ぉ心身の状態にあわせた生活至問づくり できている 改善が必要 判断不能

O身 体機能の低下を補う配慮

O

入居者の身体機能の低下にあわせて、安全かつできるだけ自立した生活を送れるよう

にするための設備や工夫がある。(すべり止めや要所への手すり等の設置、浴槽・便座・

流し台等の使い勝手の工夫、物干し等の高さの調節等)

10

〇場所間違い等の防止策

O

職員は、入居者一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把握しており、家庭的な雰

囲気をこわさずに、場所の間違いや分からないことでの混乱を防ぐための工夫をこらして

いる,(トイレや部屋の目申等)

O音 の大きさや光の強さに対する配慮

O
八居者が落ち着いて暮らせるように、音の大きさや光の強さに配慮している。(テレビ、

職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日射し等)

O換 気 ,空調の配慮

○
気になる臭いや空気のよどみがないように、換気を適宜行つている。また、冷援房の温

度調節は、冷やし過ぎや暖め過ぎがないように適切に行つている。



自につくところに設置している。

物品を用意し、本人の経験や状況に応じて

供している。(ほうき、たらい、裁縫道具、大工道具、園芸用品、趣味の品等)

1.ケアマネジメン

アセスメント1こ基づいて、入居

た具体的な介護計画を作成している。

作つており、すべての職員が

計画の内容を知ることができる仕組みを作っている。

後がら作成している。

に実施期間を明示して、その期間が終了する際に見直しを行うことはもとより、

状態変化に応じた随時の見直しを行つている。

に反映させるため、入
一

人ひとりの

に記録している。

べての職員に伝わる仕組み

を作つている。

チームとしてケアを行う上での とめ、すべての職員で、定期的に

案件がある場合にはその都度)会議を開催し、活発に意見交換を行つて合意を図つてし

る。

ホ
―A内 でのくらしの支援

(1)介護の基本の実行

番 号 評  価  項 目 できている 改善が必要 判断不能

の尊重

O

張 は、常に入居者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねるような言

葉かけや対応を行つていない。(入居者一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プラ

イベートな場所での礼儀、本人の返容能力に応じた質闘方法、本人が思つている戸現

実」を否定しない等)

O職 員の穏やかな態度

O
:りしており、やさしい雰囲気で接している。

りの過去の経験

〇

での生活歴、本人にとつて大切な経験や出来

事を知り、その人らしい暮らしや尊厳を支えるためにそれを活かしている。



は、職貢lRllの決まりや都合で業務を進めていく態度ではなく、入居者が自由に

分のペースを保ちながら暮らせるように支えている。

員は、入居者一人ひとりが自分で めたり希望を表したりすることを大切にし、それ

らを促す取組を日常的に行つている。(選んでもらう場面を作る、選ぶのを待つ等)

るためにt入居者の「できるとと、できそうなこと」については、手や口

力出さずに見守つたリー緒に行うようにしている。(場面づくり、環境づくり等)

は行わないということをすべての職員が正しく認識しており、身体拘束のない

ケアを実践している。

入居者の自由な暮らしを支え、入居 圧迫をもたらさないよう、日

中は.玄関に鍵をかけなくてもすむような配慮をしている。

は、その根拠が明白で、その理由を家族に説明している。

握、近所の理解・協力の促進等)

やむを得ず鍵をかける場合
(外出の祭知、外出傾向の把

庭的な食器を使つており、茶碗や湯春み、箸等は、入居者一人ひとりが使い贋れた

ものにしている。

とりの咀曙等の身体機能や便秘・下

法としつつ、おいしそうな盛り付けの工夫をしている。

1二や水分摂取量、栄養バランスを、
一 日全体を通じて

おおよそ把握している。

に楽しんで食べながら、食べ方の混乱や食べこぼし

に対するサポートをさりげなく行つている。

パターンに応じた~お
むつをできる限り使用しなし`で済む主うに、入居者一人ひとりの排泄パターンを

し、トイレでのりF泄や拶障泄の自立に向けた支援を行つている。

差恥心、プライバシーに配慮して行
つている。

入居者
一

人ひとりの

帯、長さ、回数等)

にあわせ、くつろいだ入浴がで ように支援している。



求覆桑罪聟文だ能新テ落韮雪疋扇露真斉三預襲翼蓉霧詔弱訂扇雇事琵瓢
ア百声る。(カット、パー

マ、染め、セット等)

とし3る 。

居者一人ひとりの睡眠のパターン ない入居者には、1日の

ムづくりを通した安眠策を取つている。

が分かっており、日常の金を持つことの大切さを職員が分かつKお り、日
'馬

人が行えるよう、入居者一人ひとりの希望や力量に応じて支援している。

年見い出せるよう場面づくり等の夏ウ

を行つている。(テレビ番組、週刊誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物の

世話、新聞取り等)

できている 年要 判断不
5)医療機関の受診零の

42

O医 療関係者への相談

O
心身の変化や異常発生時に、気軽に相談できる医療関係者を確保している。(医師、

科医師、保健師、看護師等)

O早 に向けた医域 =`D更

O
協力を医療機関と行つている。

〇 少断 の E

O
受けられるように支援している。開設間もな

いホームは、健康診断を受けられる準備や体待Jを整えている。

の 能回復に向けた支援
能 の寄

O

め特徴 (筋力低下、平衡感覚の悪イヒ、囁下機能の低

下等)を理解し、買い物や散歩、調理、楽しみごと等の日常生活の中で自然に維持・向

上するように取り組んでいる。

( 7 )入 同士 の交 流支

Oト ラブルヘの対,

O

職員は、入居者同士のけんかやトラブルの原因を把握し、必要な場合にはその解消に

努め、当事者や他の入居者に不安や支障を生じさせないようにしている。

:=里

〇口腔内の労

O

入居者の力を引き出しながら

常的に支援している。(歯磨き

ク等)

日の中の汚れや臭いが生じないよう、日腔の清潔を日

入れ歯の手入れ'うがい等の支援、出血や炎症のチェツ

の

O
副作用、用法や用量を承知しており、八居者

一人ひとりが医師の指示どおりに服薬できるよう支援し、症状の変化を確認している。



入居者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことができると(けが、骨折、発

作、のど詰まり等)

ら
~が

あり、実行している。(インフルエンす、研聯、

肝炎、MRSA等 )

、一ムに

モ輸誘要雨雰再五万再石房石蚕喪弱派〒積極的に近所に出かけて
囲気を作つている。(買い物、散歩、近隣訪間、集会参加等)

じめるような

が気軽に訪蘭でき、訪問時は居心 を作つて予`るc

やすい雰囲気、歓迎、関係再構築の支援、湯茶の自由利用、居室への宿泊のしやすさ

向上に熱意を持ち、それぞれの権限

や責任をふまえて、共に取り組んでいる。

、入居者の受入れや入 の可否については、

の意見を聞いている。

入居著あ状態や生活の流死を支援するために、これに即した職員の勤務ローテーシ

声ンを組んでいる。

に応じた研修を受話し、その内容

をすべての職員に周知している。

員の業務上の悩みやストレスを解消する り入れている。(外部者と

会、職員相互の親睦、悩みの聴取、スーパーパィザーの導入等)



3と入居時及び退居時の対応方針

番 号 評 価 項 目 できている 改善が必要 判断不

代居者の決定のための

O
グループホームに適した入居対象者であるか、十分に検討している。(介護保険被保

険者証、診断書、入居申請に至る経過、生活や対人関係、入居者 ・家族の希望等)

O の

O

退居は、契約に基づくとともにその決定過程が明確である。また、入居者や家族に十

分な説明を行つた上で、納得のいく退居先に移れるように支援している。退居事fTllがな
い場合は、その体制がある。

4.衛生・安全管理
―ム 内の

O
ホーム内の清潔や衛生を保持している。(食品、布 巾、包丁、まな板、冷蔵庫、洗濯機

等)

の 五物品の 理

○

栗や洗剤、刃物等の注意の必要な物品については、保管場所、管理方法等を明確に

取り決め、かつ、そのとおりに実行している。

の

O

けが、転倒、窒息、、意識不明、行方不明等の緊急事態が発生した場合、事故報告をま

とめており、サービスの改善につなげている6(再発防止の話しあい、今後に活かす意義
づけ等)

5.情報の開示口提供

番号 評 価 項 目 できている 改善が必要判断不能

O調 査等の訪間に対する対応

O
介護相談員や評価調査員等の訪問時には、情報を積極的に提供している。

への対応

O相 談。苦情受付の明示

O

相談や苦情を受け入れるホーム側の窓コ及び職員が明確であり、入居看及び家族に

その利用の仕方を文書と口頭で繰り返し伝えている。

7,ホームと家族との交流

項 目 できている が 不

の 雲望を引き出す働きかけ

O
家族が、気がかりなことや、意見、希望を職員に気軽に伝えたり相談したりできるよう

に、面会時の声かけ、定期的連絡等を積極的に行つている。

O家 族への日常の様子に

O

家族に、入居者の暮らしぶりや日常の様子を定期的、具体的に伝えている。(「たより」
の発行や行事ビデオの上映、写真の送付等)

O入 居者の金銭々

O

入居者が金銭の管理ができない場合には、その代替方法を家族と相談の上定めてお
り、家族に定期的にその出納を明らかにしている。



8.ホー
の

を密にとり、家族 ヤこ景を言モして許 る`。

つてくれたりするように

がりのために、周辺地域の諸施設から を得ることができ
るよう、理解を拡げる働きかけを行つている。(商店、福祉施設、警察、消防、文化教育
設等)

ホームの機能を、八岩者のケアに配慮しつつ地域に開放している。(痴果の理解やB
わり方についての相談対応・教室の開催、家族。ボランティア等の見学・研修の受入れ

※(1)「管理者」には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含むぉ
(2)「職員」には、管理者及び非常勤職員を含む.


